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政府開発援助（ＯＤＡ）の効果的・効率的な制度運営のロジック・モデル 

事業に係る外部阻害要因の抑制

良い統治（グッドガバナンス）の維持 ／
事業に起因する阻害因子の抑制

・政権安定、平和、民主化、人権保障、
貧困

・地域間の開発バランス
・開発と環境のバランス　　　等

（注） 1 このロジック・モデルは、どのような要因・要素（援助手法等）が援助効果の持続性に結び付くのかについて、論理的に整理・図式化したものである。
2 は、連携・調整等総合性の要素を持つものである。
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・財政的自立に関する意識改革　　　等

被援助国政府による予算の確保

・当該国の政策・制度に基づく重点課題・分野への優先
配分

被援助国の主体性（オーナーシップ）発揮
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行政の参加 地域住民の参加

・関係職員（カウンターパー
ト）の意識改革（自立性）

・開発の必要性に対する意
識改革

・地域住民の合意形成
・ネットワーク形成
・組織化、事業主体・行政
との連携　　　等

・試験研究機関との連携・移転技術を基盤とした、
技術の高度化

・適切な施設の運営・維持管理体制

・管理運営組織の安定化
・料金徴収システム　　　等

・普及組織の安定化（人員・
予算の確保）　　　等

既往の評価結果の反映（フィードバック）
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・関係職員の処遇改善（給
与、労働環境、併任解除
等）　・行政機関の組織的
な取り組み　　　等

・試験研究機関の安定化
（人員・予算の確保）
等

　

民間資本の投資拡大施設の維持管理体制

移転技術レベルの維持・向上及び援助施設の効果の持続

被援助国における援助効果の持続

必要な人員の確保 移転技術の維持発展 援助施設の活用・発展

技術向上・発展 移転技術普及・定着

 ○他の援助国・国際機関との連携・協調      ○ＮＧＯとの連携　　   ○被援助国との連携・調整

○援助形態間等の連携による政府開発援助(ODA)の包括的な実施（基本的な計画（開発調査）や派遣専門家の政策提言に基づいた複数のプロジェクトの包括的実施）

○財政負担や維持管理能力に見合った適正な規模・技術による事業の実施           ○被援助国自身による事業の実施・拡大（呼び水効果）を意図した事業実施

○現地機関・実施機関の機能強化　　　　○事業内容の変更、各種援助形態による追加支援等の弾力的・迅速な実施

○ＮＧＯの（専門性）活用

○既存の組織・制度の活用

○民間経済協力との連携・協調

　　○適正なコスト分担（コストシェアリング）　　　○適正な受益者負担制度の導入
    ○被援助国の実施主体の成熟度に応じた援助の段階的な縮小（フェーズアウトメカニズム）

○適切な運営・維持管理体制の確保
○施設・設備整備後の運営・維持管理の容易性・経済
性を考慮した計画策定

○南南協力の支援
(被援助国との連携・調整）

○施設・設備整備に併せた運営・維持管理技術の支援（ハードとソフトの組合せ）

　○被援助国政府の主体性（オーナーシップ）のかん養（被援助国関係者との共同作業や信頼関係の醸成等）
　○技術・能力に関する国際的な評価の高まりによる活動意欲の向上

○環境・社会への負の影響の
予防・緩和

○参加型アプローチの採
用

○援助形態間・各府省間の連携・調整（事業間の調整、情報の共有化等）

○援助形態間・各府省間の連携・調整

○ＮＧＯの（専門性）活用

○　被援助国の関連事業・関連施策等との調整

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被援助国の開発計画・ニーズとの整合性　　　　　　　　　　　　　国別援助方針援助計画との整合性

○被援助国のニーズに適合した事業の実施
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